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小 論 文

問I あなたが教師として、児童,生徒に学習内容をわかりやすく説明する場合、その内容に関して十分な理解が必要であり、さらに、
場面に応じた説明方法の選択や言葉で十分に説明できることなどが望まれる。そこで、次の連立方程式の未知数 zの求め方について、
生徒に文章のみで説明する場面を想定して記述せよ。ただし、記載の通りに式を扱い正解を導き出せる内容であること。このため、記

号を単独で使っても良いが、式の途中経過や最終的な答えを記載してはいけなし比 ここで記号 χ、ノ・ Zは未知数、その他の記号は定
数とする。
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篠点のポイント)

zを求めよという設間ではないことを理解し、文章による解答をしていること。

書かれた内容に従つて、機械的に式の変形等を行うことで正解を導出できること。

解答されている文章の表現がわかりやすいこと。

間Ⅱ

今日、小学校や中学校、高等学校などの学校教育では、「探究」的な学びが重視されており、その一環として、児童・生徒が、生活や

社会において直面する課題を技術によつて主体的に解決する取り組みが推奨されている。時と分がそれぞれ2桁で表示される、正確な
時亥Jを表示するデジタル式表示の腕時計があるとする。これにより、生活や社会におけるどのような問題が解決されているか、具体的
に誰がどのような場面で何をしようとする際に生じる問題がどのように解決されているかを挙げて論ぜよ。ただし、腕時計が複数台あ
つて初めて解決する問題も含むため腕時計の台数は自分で設定してよセちさらに、挙げた問題をこの腕時計なしで解決する方法はない

かを考え、ある場合は、その方法と腕時計を用いる方法との利点や欠点を比較して論ぜよ。ない場合は、なぜないと考えられるのかを

紹 よ。

解答は、解答用紙の原稿用紙部分に800宇以内 (句読点等を含む)で記述せよ。
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簾 図)

出題者は、生活や社会における身近な問題と「腕時計」という身の回りにある技術がどのように対応している力＼その姑応関係を他

人が理解できるように 800字以内で論じさせる。論じ方や論じる内容についての指示を守つたうえで、適切に論じることができている
かどうか、論理的思考力と文章構成力を見る。

篠 点のポイント)

挙げた「問題」と腕時計の機能との論理的関係を適切に考えることができているかどう力、「具体的に誰がどのような場面で生じる

問題がどのように解決されている力司を挙げる指示に対して論理的で説得力のある構成になつているかどう力、
「どのような問題が解決されているん可 と「挙げた問題を腕時計なしで解決する方法はない力可の2点など、論述についての複数の

指示に対して、適切に指示に沿つた解答ができているかと,力、
「挙げた問題を腕時計なしで解決する方法はない力刊について、論理的で説得力のある考察ができているかどう力光
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